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１．計画作成の背景と目的

　大
おおさかさやま

阪狭山市
し

は、大阪府南部に位置し、市域の中央に飛
あ す か

鳥時代に築造され 1,400 年の歴史を持つ

狭
さ

山
やま

池
いけ

（国史跡）があります。市内には、市のシンボルである狭山池をはじめとする多くの歴史

文化遺産があり、長年にわたって地域の人たちの手で受け継がれてきました。これらは、市の歴

史文化の理解に欠くことのできない財産であり、地域の宝ものです。

　本市ではこれまで、歴史文化遺産の調査や研究を継続し、本市の歴史文化の解明に努めてきま

した。その成果を市史編さん事業や郷土資料館展示事業として広く発信するとともに、学校教育

や社会教育に反映し、子どもたちが「このまちに生まれてよかった、住んでよかった」と思える

ような、誇
ほこ

りの持てる教育を進めてきました。

　しかし、全国的にみられる急激な少子高齢化や核家族化の進行は、歴史文化遺産にも大きな影響

を与えています。新型コロナウイルス感染症の流行は、私たちの生活様式に大きな変化をもたらし、

価値観の多様化による社会状況の変化は、地域への関心とコミュニティ機能の低下を招いてきま

した。

　社会の急激な変化は、永い年月にわたり歴史文化遺産を支えてきた周辺環境に大きな影響を与

えています。祭りや年中行事といった伝統文化の担い手が不足し、管理者不在による歴史文化遺

産の破損・盗難も発生しています。本市も長期的には人口の減少を予想しており、今後歴史文化

遺産の保存・継承がさらに困難になるおそれがあります。

　このような社会状況の中、文
ぶんかちょう

化庁では地方公共団体が、地域の文化財を周辺環境も含め、総合的、

一体的に保存・活用を進めるための基本的な構想として、平成 20 年度から「歴
れき し ぶん か  き ほんこうそう

史文化基本構想」

の策定を推
すいしょう

奨しました。

これを受けて本市でも、歴史文化遺産をまちづくりに活かし、次世代に継承することを目的とし

て平成 30 年度に「大阪狭山市歴史文化基本構想」（以下、「歴
れきぶん

文構
こうそう

想」と記す）を策定し、運用し

てきました。歴文構想では、基本理念を「歴史文化の魅力をともに学び、ともに育み、ともに活かす」

としました。そして、市民、地域、行政など、本市と関係するあらゆる主体が、それぞれの役割

を認識し、協働して、歴史文化遺産を活かしたまちづくりを進めるための基本方針を定めました。

平成 31 年（2019）、文化庁は文化財保護法を改正し、この構想に法的根拠を持たせ「文化財保存

活用地域計画」（以下「地域計画」と記す）として制度化しました。

地域計画では、文化財保護行政の進む方向性や将来像となる中・長期的な基本方針（マスタープ

ラン）と、短期的に実施する歴史文化遺産の保存と活用に関する措
そ ち

置（アクションプラン）について、

計画的・継続的に実施できるように具体的に記載します。地域の文化財行政の方向性を示し、法

定計画として定めた内容を、行政だけでなく、地域全体で共有し、多様な関係者が総がかりで保存・

活用に取り組むことをめざしています。

　本市でも「歴文構想」を先行方針として、中・長期的な基本方針（マスタープラン）と、より

具体的な保存と活用の措置（アクションプラン）を定め、地域に残る歴史文化遺産を次世代に引

き継ぎ、地域の魅力としてまちづくりに活かすことを目的に本計画を作成しました。　　　　　
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２．計画期間

　本計画の計画期間は、令和６～ 15 年度 (2024 ～ 2033 年度 )の 10 年間とします。

　本計画を実行する過程で、計画期間を前期と後期に分け事業を実施し、大阪狭山市文化財保存

活用地域計画策定協議会（以下「協議会」と記す）において検証・評価をおこないます。協議会

が必要と判断した場合、中間となる令和 11年度 (2029 年度 )に、計画の中間見直しをおこないます。

　令和 16 年 (2034) には、上位計画である第六次総合計画が策定される予定です。それを受けて、

令和 14 ～ 15 年度 (2032 ～ 2033 年度 ) には、社会情勢の変化やそれまでの事業の評価を踏まえて

本計画の全体を評価し、令和 16 年度を目標に本計画を改訂します。

　また、本計画期間中、社会情勢や周辺環境の変化などにより、歴史文化遺産の保存と活用の現

状と課題に変更が生じ、計画に支障がでると判断した場合にも、協議会および大阪狭山市文化財

保護審議会（以下、「審議会」と記す）での検討を経て計画内容の変更をおこないます。

  大幅な変更と判断される、「計画期間の変更」「市域内に存する文化財の保存に影響を及ぼすお

それのある変更」「地域計画の実施に支障が生じるおそれのある変更」については、大阪府・文化

庁と協議のうえ、文化庁長官へ変更認定を申請します（第９章２節「計画の進
しんちょく

捗管理と評価」参照）。

それ以外の軽微な変更をおこなった場合は、大阪府・文化庁へ情報提供します。

　

　図１　本計画の計画期間
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・大阪狭山市人口ビジョン

・大阪狭山市総合戦略

・大阪狭山市水循環計画

・大阪狭山市都市計画マスタープラン

・大阪狭山市みどりの基本計画

・大阪狭山の豊かな文化芸術を育むビジョン

・健康大阪さやま 21

・大阪狭山市食育推進計画

・大阪狭山市生涯学習推進計画・狭山

ニュータウン地区再生推進計画

・大阪狭山市地域防災計画

・大阪狭山市強靭化地域計画　　　等

関連計画 ・分野別基本計画　等

みずじゅんかん

しょくいく

きょうじんか

大阪狭山市
文化財保存活用地域計画

第五次大阪狭山市
総合計画

大阪府
文化財保存活用大綱

大阪狭山市
歴史文化基本構想

連携
調整

反映

史跡狭山池
保存活用計画

反映

図■　本計画の位置づけ

大阪狭山市
教育振興基本計画

即する

即する

即する

３．計画の位置づけ

（１）計画の全体的な位置づけ

　本計画は、文化財保護法第 183 条の３第２項に基づいて作成する、文化財の保存・活用に関する

法定計画です。

　平成 30 年度（2018 年度）に策定した本市の大阪狭山市歴史文化基本構想は、本計画に先行して、

本市の文化財保護行政の基本的考え方を整理したものです。本計画認定後も先行する方針として残

ります。

　あわせて、「大阪府文化財保存活用大
たいこう

綱」、本市の上位計画である「第五次大阪狭山市総合計画」

および「第２期大阪狭山市教育振
しんこう

興基本計画」の理念・目標に即した内容とします。

　本市が策定している他分野の計画との連携・調整を図
はか

り、歴史文化の側面から各施策の推進を支

える役目を担います。

図２　本計画の位置づけ
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（２）関連する計画

①大阪府文化財保存活用大綱

　この大綱では、めざす将来像を「歴史が輝き未来と織り成す魅力都市・大阪」とし、二つの基

本理念と三つの基本方針を定めています。

　基本方針では、「文化財を確実に保存する」「文化財の価値を伝え、活かす」「地域社会全体で文

化財の保存と活用を支える」という三つの方向性を示し、教育・地域・まちづくり・景
けいかん

観・観
かんこう

光といっ

た観点が重要であると記しています。

②第五次大阪狭山市総合計画 （令和３～ 12 年度 （2021 ～ 2030 年度））

　この計画は、めざす将来像を「水・ひと・まちが輝き　みんなの笑顔を未来へつなぐまち」と定め、

五つのまちづくりの目標と、この目標を実現するための施
し さ く

策を下
したざさ

支えする横断的な目標をあわせ、

六つの「施策の大綱」を定めています。この大綱から導き出される施策のうち、本計画に関わる

ものとして、

　・市民文化・歴史文化の振興

　・快適で魅力ある都市空間の形成

　・�水とみどり豊かなうるおいのある

環境づくり

　・産業の振興によるにぎわいの創出

　・生涯学べる環境づくり

　・防災・防犯対策の強化

　・�市民とともにつくる参画と協働の

まちづくり

　・情報共有と発信の充実

をあげています。

図３　第五次大阪狭山市総合計画の将来像と施策の大綱
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③大阪狭山市歴史文化基本構想 （令和元年度 （2019 年度） から適切な時期）

　文化庁の策定技術指針では、歴史文化基本構想について「地域に存在する文化財を、指定・未指

定にかかわらず幅広く捉えて、的確に把握し、文化財をその周辺環境まで含めて、総合的に保存・

活用するための構想で、地方公共団体が文化財保護行政を進めるための基本的な構想となるもの」

と定義されています。本市ではこの指針に基づき「市民、地域、行政などのあらゆる主体が、それ

ぞれの役割を認識し、協働して歴史文化の魅力をともに学び、ともに育み、ともに活かす取組みを

市全域において展開するために、歴史文化を活かしたまちづくりを進めるため」に大阪狭山市歴史

文化基本構想を策定しました。

　歴文構想では、歴史文化を活かしたまちづくりの基本理念を「歴史文化の魅力を　ともに学び　

ともに育み　ともに活かす」とし、基本理念の実現をめざすための基本方針として、「歴史文化の

魅力を　ともに探求し　ともに学ぶ」「歴史文化の魅力を　ともに共有し　ともに育む」「歴史文化

の魅力を　ともに高め　ともに活かす」の三つを定めました。これら基本方針に基づく取組みを相

互に連携させ、維持することで、歴史文化を活かしたまちづくりに関わるすべての主体が、楽しみ

ながら歴史文化遺産の探求に取り組み、その活動によって歴史文化遺産が適切に保存・活用される

ことをめざしています。

　また、文化財の魅力を高め、わかりやすく価値を伝えていくための方策として、歴史的・地域的

に関連する文化財を核として、その周辺環境まで含めた歴史文化遺産を群として捉え、「時代を超

えて生き続ける　郷土の誇り狭山池」「式内社周辺の重層的に蓄積する歴史文化」「高野街道等の信

仰・交通」「狭山藩による武家文化」「近代化によって生まれた新たな文化遺産」の五つの関連文化

財群を設定しました。あわせて、関連文化財群ごとに構成する文化財・歴史文化遺産を結び付ける

ストーリーを設定しました。関連文化財群とストーリーを運用し、文化財・歴史文化遺産の一体的・

総合的な保存と活用を図っています。

図４　歴史文化を活かしたまちづくりの基本理念と基本方針概念図
　　（『大阪狭山市歴史文化基本構想』 より）

218

第 3節　歴史文化を活かしたまちづくりの基本理念と基本方針

１　歴史文化を活かしたまちづくりの基本理念

　前節において、本市の歴史文化を活かしたまちづくりの課題を関連文化財群ごとの課題として抽出
し、また歴史文化遺産の保存にかかる課題と活用にかかる課題に分けて抽出してきた。これらの課題
はいずれも、市民や地域、行政といった各主体だけで課題解消を図れるものではなく、全てにおいて、
市民、地域、行政が協働して取組むことで解決できる課題である。
　したがって、これらの課題を解決し、歴史文化を活かしたまちづくりを進めるためには、本市のま
ちづくりの基本である市民参画による市民と行政の協働によるまちづくりの精神のもと、市民ととも
に行政が施策を進める必要がある。保存にかかる課題や活用にかかる課題に対応するため、行政の情
報を市民と共有し、市民の意向をくみ取り、市民と行政がともに連携して歴史文化を活かしたまちづ
くりに邁進する必要がある。
　また、本市に存在する関連文化財群を中心とした歴史文化遺産は、先人たちの生活の跡であり、先
人から受け継がれてきた貴重な資源であり、地域の宝である。このような地域の宝である歴史文化遺
産の価値を市民が学び、その価値を共有するとともに、さらに一層魅力的なものとして育み、これら
を活かしたまちづくりを行うことが求められている。特に文化財などを定住促進や観光振興、産業振
興などの分野で活用することで、地域の魅力を高める取り組みも考えられる。
　このようなことから、歴史文化を活かしたまちづくりを進めるための基本理念を「歴史文化の魅
力を　ともに学び　ともに育み　ともに活かす」と設定し、市民をはじめとするすべての主体が連
携して歴史文化を活かしたまちづくりを推進していくものとする。

　これまで市内に存在する歴史文化遺産については、行政や地域、市民活動によって守られてきた。
しかし今日、核家族化や地域の社会状況の変化に伴うコミュニティ機能の低下などにより、地域で守
られなくなったり、消滅するものも見られ、存亡の危機にあるものもある。また、定住促進や観光振興、
産業振興などにおいて地域間競争が激化し、地域の魅力を更に高める取り組みが行政に求められてい
る。このような状況を踏まえ、これまで抽出した課題の解消に向け歴史文化遺産を適切に保存・活用
し、歴史文化を活かしたまちづくりをすすめていくための基本理念と基本方針を設定する。

歴史文化を活かしたまちづくりの基本理念

「歴史文化の魅力を　ともに学び　ともに育み　ともに活かす」

歴史文化の魅力を
ともに探求し
ともに学ぶ

歴史文化の魅力を
ともに共有し
ともに育む

歴史文化の魅力を
ともに高め
ともに活かす

基本理念１

基本理念２ 基本理念３
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④第２期大阪狭山市教育振興基本計画 （令和２～６年度 （2020 ～ 2024 年度））

　「学びあい、つながりあい、未来に輝く人づくり」を基本理念とし、「郷土を愛し自ら学び、高

めあう学習を推進します」を基本方針の一つに掲げ、「歴史文化遺産の継承と活用」「郷土愛の育成」

を重点目標にしています。

48 

４ 施策の体系 
 ］ 標目点重 ［ ］ 念理本基 ［ ［ 基本方針 ］

（１）遊びを通して豊かに学ぶ就学前教
育・保育の充実 

（２）社会の変化に即した新たな学びの
展開 

（３）豊かな心と健やかな体を育てる教
育の推進 

（４）教職員の資質向上

（１）子ども理解と支援教育の充実・
推進

（２）個の成長を支える教育の充実 

（３）安全安心な学校生活の確保 

（４）多様性理解の促進

（１）時代の変化に対応した学習環境
などの整備

１ これからの社会
を生き抜く力を
養います  

基本 
理念 

めざす 
子ども像 

２ 一人ひとりを大
切にする教育を
推進します  

４ 郷土を愛し自ら
学び、高めあう
学習を推進しま
す  

（２）学校経営改革の推進

（１）生涯スポーツ活動の推進 

（２）生涯学習や文化芸術活動の推進

（３）歴史文化遺産の継承と活用 

（４）郷土愛の育成 

（３）家庭教育の支援

（４）地域の教育力の育成と社会に
開かれた教育課程の実現

３ 持続可能な社会
のための教育環
境を充実します

　図５　第２期大阪狭山市教育振興基本計画施策の体系
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⑤都市計画マスタープラン （令和４年度 （2022 年度） からおおむね 10 年間）

　まちづくりの目標やそれを実現していくための取組みを示した、本市のまちづくりの基本的な

方針です。本市のまちづくりを取り巻く状況と課題をふまえ、三つの主要テーマを設定しています。

　その達成に向けた分野横断的な取組み方針のうち、「１〈強みを伸ばす〉身近な魅力が活きる生

活空間の向上」には、テーマ別方針４として「歴史文化遺産を活用した魅力づくり」をあげています。

その分野別方針である「景観形成及び歴史文化遺産を活用したまちづくりに関する方針」として、

「景観構造を踏まえた体系的な景観形成」「地域のイメージをつくる景観形成と歴史文化遺産を活

かしたまちづくりの推進」の二つを示しています。

1 

大阪狭山市都市計画マスタープランの全体構成 

第 6章｜ 
評価と見直しの方針 

 

第 4章｜分野別方針 
土地利用に関する方針 
●快適で利便性の高い日常生活
圏の構築

●人口減少・少子高齢化社会の
進行に伴う地域課題への対応

●地域資源の保全・活用
●市民ニーズに応じた居住環境
の形成 

交通ネットワークに関する方針  
●体系的・計画的な道路整備
●道路環境の改善
●ウォーカブルネットワークの
形成 

●公共交通ネットワークの再編

水・みどりに関する方針 
●水・みどりの維持・保全と活用
の促進に向けた機能向上

●水とみどりのネットワークの
形成

●エリアマネジメント※体制の
構築

都市防災に関する方針 
●災害に強い市街地の形成
●減災※対策の推進と早期復旧・
復興が可能な体制の構築

第５章｜まちづくりの進め方 
以下の各主体の連携によりまちづくりを進めます。 

主要テーマの達成に向けた状況評価（モニタリング評価） 

主要テーマ１ 主要テーマ２ 主要テーマ３ 

見直しの方針 
 

第３章｜まちづくりの主要テーマと将来都市構造 

主要テーマ２の取組方針 

① 拠点における都市機能の維持・向上
②
③ 道路環境の改善
④ 安全・安心・快適なウォーカブルネットワークの形成

主要テーマ テーマ別方針

主要テーマ１の取組方針 

① 
都市計画制度の適正な運用等による高質な都市環境
の維持・向上 

② 公共交通の維持・拡大と利用促進

③ 魅力ある水とみどりの拠点と安全・快適なネットワ
ークの形成

④   歴史文化遺産を活用した魅力づくり

主要テーマ３の取組方針 

① 人口減少・少子高齢化社会の進行に対応した良好な
居住環境の維持・向上

② 農環境の維持・保全と地域特性に応じた環境調和型
の空間形成

③ 大規模施設跡地の計画的な活用
④ 災害に強い市街地形成
⑤

将来都市構造 

 

都市空間の基本となる 
ゾーンの形成 

役割に応じた 
拠点の形成 

市民の移動と地域間の連携を
支える都市軸の形成 

1 ＜強みを伸ばす＞ 
身近な魅力が活きる 
生活空間の向上 

2 ＜弱みを補う＞ 
活力がつながる 

にぎわい空間の形成 

3 ＜脅威に備える＞ 
強靭で持続可能な 
都市空間の実現 

序章｜はじめに 

持続可能な社会の実現に向けた取組みの必要性 
人口減少・少子高齢化社会の進行を前提としたまちづくり
の必要性 
情報化社会の進展 
都市のレジリエンス※の重要性の高まり 
コンパクトなまちづくりの必要性
ウォーカブル※なまちづくりへの要請
変化する生活様式や価値観 
新たなまちづくりの視点 

︓今後の脅威 ︓捉えるべき機会 

第１章｜都市活動からみた本市の特徴 

多様化する居住ニーズに応える 
高質な住まいの供給 
近隣都市と利便性を補完し合う 
「日常生活圏」の形成 
さまざまな地域資源とつながる 
余暇活動の場の提供 

都市活動からみた 
本市の状況と課題 

日常の生活行動 

余暇活動 

住まいの選択・通勤通学 

本市の特徴 

第２章｜分野別にみた本市の状況と課題 

土地利用 

ゆとりある閑静な居住環境と多様な地域性 
地域活力の維持・向上 
農家数・農地の維持・向上と休耕地化への対応 
空家・空地の発生抑制、有効活用と流通促進 
地域の再生・活性化 

交通 
ネット
ワーク

コンパクトな公共交通環境と市民ニーズに沿った
利便性の向上
道路環境の更なる改善 

水・みどり 
豊かできれいな水・みどり※

市民活動の場としてのみどり 

都市防災 
大規模な自然災害への備え 
基盤施設※の老朽化への対応 

景観 
歴史文化 

暮らしと調和した景観の維持・保全 
都市や地域を特徴づける景観づくり 
人びとの活動による景観づくり 
重層的な歴史文化遺産※

:今ある強み :今ある弱み :今後の脅威 

施策の実績評価（アウトプット評価） 

土地利用 交通ネット
ワーク 水・みどり 都市防災 景観、歴史

文化 Plan Do Check Action Plan Do Check Action Plan 
本計画 中間見直し 次期計画

2022 2027 2032 

計画改定の目的 計画の位置づけ 計画期間 計画の役割 

市民・市民団体
●身近な地域の課題や自分自身の関心を元に、自らできるこ
とを主体的に進め、さまざまな地域の活動に参加する

●自治組織等は行政や各主体と連携しながら、地区ごとのま
ちづくりや、一定規模の開発および建築行為等への地域の
意向の反映など地域の暮らしの維持向上に取組む

民間事業者 
●民間事業者のもつ技術やノ
ウハウ等を活かしてまちづ
くりに関わる

●新たなビジネスモデルの構
築等を通じて、持続的にま
ちづくりに関わる

行政
●各主体との情報及び方向性
を共有

●各種制度の適正な運用等に
より市民ニーズ、社会潮流
の変化に対応した都市空間
を形成

テーマ別方針１ テーマ別方針２ テーマ別方針３

景観形成及び歴史文化遺産を 
活用したまちづくりに関する方針 
●景観構造を踏まえた体系的な
景観形成

●地域のイメージをつくる景観
形成と歴史文化遺産を活かし
たまちづくりの推進

暮らしを支える 
各種施設に関する方針 
●計画的な整備と維持修繕、
長寿命化と更新、再編

●運営体制の合理化

　図６　まちづくりの主要テーマとテーマ別方針

 68 

第４章  分野別方針

「まちづくりの主要テーマ（第 3章）」の実現や持続可能なまちづくりを進めるために必
要な、都市空間の形成に関する取組方針を分野別に整理します。 

なお、記載する分野については、都市空間を構成する上で重要と考えられる「土地利用に
関する方針」「交通ネットワークに関する方針」「水・みどり※に関する方針」「都市防災に関
する方針」「景観形成及び歴史文化遺産※を活用したまちづくりに関する方針」の５つの分
野に加え、持続可能な都市空間の実現を図るという視点から、市民の生活において重要な役
割を担う「暮らしを支える各種施設に関する方針」について記載します。 

分野別の課題 
（第２章） 

土地利用

交通ネットワーク

水・みどり

都市防災

景観、歴史文化
 

まちづくりの主要テーマ 
（第３章） 

強靭で持続可能な 
都市空間の実現 

身近な魅力が活きる 
生活空間の向上 

活力がつながる 
にぎわい空間の形成 

分野別方針 
（本章） 

土地利用

交通ネットワーク

水・みどり

都市防災

景観、歴史文化

暮らしを支える 
各種施設 

 

課題を踏ま
え、まちづく
りの主要テー
マが達成でき
る方針を設定

持続可能な都
市空間実現の
視点から追加 

図 4-1 第４章分野別方針の位置づけ 
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⑥大阪狭山市地域防災計画 （令和４年 （2022 年） ３月改定）

　本市の防災に関して、関係する公共的団体が処理すべき事務または業務の大
たいこう

綱等を定め、防災

行政の強力な推進を図
はか

ることを目的としています。また、本計画「第８章　歴史文化遺産の防災・

防犯・災害対策」部分は、この計画に則して作成しました。

⑦大阪狭山市水とみどりのネットワーク構想 （令和２～ 11 年度 （2020 ～ 2029 年度））

　本市の豊富で多様な水とみどりの空間を活用して、都市全体の魅力・価値の向上と市民満足度

の向上を目的としています。狭山池周辺でのエリアでの価値および魅力の向上、河川周辺や歴史

街道などのエリアでの水とみどりが体感できるウォーカブルな空間の形成に向けた取組みについ

て検討しています。

⑧大阪狭山市水循環計画 （令和５～ 14 年度 （2023 ～ 2032 年度））

　水に関する施策の総合的かつ一体的な推進のため策定した計画で、「めぐる『水』 ともに生きる

大阪狭山」を目標とし、目標を達成するための方針を「水から守る」「水を活
い

かす」「水を育
はぐく

む」と

しています。方針に基づく具体的な施策のうち、「教育」「観光」などに、狭山池に関する取組み

があります。

⑨大阪狭山の豊かな文化芸術を育むビジョン （平成 27 年 （2015 年） ３月）

　文化芸術を通じて、市民のまちへの愛着と誇
ほこ

りを育み、市民が心豊かな生活を創造するまちづく

りの方向性を示す行動指針として策定しました。基本理念を「個性と魅力に満ちたさやま文化が

あふれるまち」とし、文化芸術の活性化に向けた施策の一つに「個性豊かな『さやま文化』の創出」

を掲げており、歴史文化遺産の保存と活用などの取組みが個性豊かなまちづくりに不可欠なもの

としています。

⑩大阪狭山市生涯学習推進計画 （令和４～ 13 年度 （2022 ～ 2031 年度））

　生涯にわたり「いつでも、どこでも、だれでも」自由に機会を選択して学ぶことができ、その

成果を活かすことのできる生涯学習社会の実現をめざして策定しました。

　生涯学習を通じて、家族や地域の人、高齢者と若い世代等、環境や世代を超えて、ふれあい、交

流できる機会をつくり、地域課題の解決に向け、市民・市民活動団体・事業者・行政等の様々な

人と人がつながり、支えるまちを共に創ること（共
きょうそう

創）をめざしています。

　計画の中では、特に「学習活動のきっかけの提供」施策として、下記の取組みをあげています。

【地域の文化 ・ 自然 ・ 歴史を知るための学習機会の充実】

〇������狭山池をはじめとする本市の歴史文化遺産をテーマとした講座や講演会、イベントなどを充実

し、郷土への愛着を深めます。

〇��文化財ガイドなどの歴史文化遺産を紹介する資料を作成し、郷土巡
めぐ

りや学習会をはじめとする

市民による自主的な活動を促進するなど、歴史文化や風土を知る機会を充実します。

〇��郷土の歴史文化や風土に関する学習を充実するため、子ども向け市史「おおさかさやまの歴史
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　図７　史跡狭山池保存活用の大綱

や本市の豊富な文化財などを活用した「ふるさとさやま学習」、地域の人を学校に招いて地域の

伝統や文化などについて話を聞く学習機会を設けるなど、小中学生が主体的に郷土理解を深め、

先人の努力を知り、郷土を愛する心をもてるよう、取り組みます。

〇�自治会・住宅会やまちづくり円
えんたく

卓会
か い ぎ

議などの地域コミュニティや市民活動団体と連
れんけい

携し、地域の

伝統的な行事や社会貢献活動などに子どもたちが参加・体験する機会の拡充を図
はか

ります。

〇�郷土の歴史文化遺産にふれる機会を増やすことを目的に、小学校高学年向けに「こども歴史塾」

を継続的に実施します。また、中高生を対象とした歴史文化遺産を利用した地域を理解するため

の活動や市民を対象とした歴史文化遺産を活用する取組みなどを推進します。

⑪史跡狭山池保存活用計画 （平成 30 年 (2018 年 ) ４月１日～）

　100 年後、1000 年後の史跡狭山池が、今と変わりなく水を湛え、水下を潤し、命を守り、人びと

の憩いの場所となるように史跡狭山池の価値を、適切かつ確実に保存し保護の方針を定めることで、

関係機関と調整を図りながら維持し、将来へ引き継ぐことを目的に策定しました。めざす将来像を

６つの大綱として提示し、史跡狭山池の保存・活用を図っています。

1 狭山池のダム・灌漑施設としての機能を保ちつつ、文化遺産としての

価値を十分に考慮し、「史跡狭山池」の本質的価値について、多用な

目的を持って狭山池を訪れる人びとがその価値を享受できるような状

況を創出し、現在から未来へと確実に維持・継承できるようにする。

2 「史跡狭山池」の本質的価値をさらに明らかにするため、計画的・

継続的・総合的な調査研究を実施する。併せて調査研究により明ら

かになった価値を顕在化し、共有するための活用・整備を進め、文

化遺産としての総合的な価値の向上に努める。

3 「史跡狭山池」の持つ顕在・潜在する本質的価値を引き出し、その

恩恵を享受できるようにするとともに、「史跡狭山池」を中心とした

地域の包括的な活用、地域社会を活性化させる魅力ある活用のあり

方を模索する。併せて、狭山池博物館との連携を進め、史跡の本

質的価値を学びやすい場の提供に努める。

4 「狭山池ダム」「狭山池（灌漑施設）」「狭山池公園」の個々の機能を

維持管理するため、「整備（施設）」との調整を図り、「史跡狭山池」

とそのほかの機能との相乗的な効果を生み出せるように務める。併

せて、周辺地域をも含め、全体として調和の取れた景観形成に努める。

5 大阪狭山市・大阪府及び関係する市などの地方公共団体内における

各関係部署間の連携体制を構築する。併せて運営体制として地域

住民や活動団体関係機関との連携体制を構築する。

6 史跡狭山池の維持管理・活用などの、状況に応じた適切な保存管

理方法と、現状変更等の取り扱い基準を定め、適切な管理運営に

努める。
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４．大阪狭山市文化財保存活用地域計画における用語の定義 

（１）「文化財」

　文化財保護法では、文化財を有
ゆうけい

形文化財・無
む け い

形文化財・民俗文化財・記念物・文化的景
けいかん

観・伝統

的建
けんぞうぶつ

造物群
ぐん

の６類
るいけい

型と定義しています。さらに、保護する対象として、埋
まいぞう

蔵文化財、文化財の保存

技術を掲
かか

げています。これらは国・府・市によって指定・選定・登録・選択等がなされ、すでに保

護が図
はか

られているものもあります。

　本計画では、指定等の有無に関わらず、上記の６類型および埋蔵文化財、文化財の保存技術につ

いて、本市にとって歴史上・芸術上・学術上・鑑賞上の価値が高いものと、本市に暮らしてきた人々

の生活の推移の理解のために欠くことができないものを「文化財」と定義します。

（２）「歴史文化遺産」

　本計画では上記の「文化財」には該
がいとう

当しませんが、本市の歴史文化を理解・説明する上で不可欠

であり、市にとって重要で、かつ次世代への継承が必要なものも対象にします。本市の歴史文化を

支える人の活動、風土や自然的・地理的環境などの周辺環境と「文化財」をあわせて「歴史文化遺

産」と定義します。この場合、「文化財」とその周辺にある環境のほか、歴史文化の理解に必要な

場合はすべて「歴史文化遺産」となります。

建造物・美術工芸品

無形の民俗文化財

無形の民俗文化財に用いられる
衣服、器具、家屋等

有形の民俗文化財

演芸・音楽・工芸技術等

絵画、彫刻、工芸品、書籍・典籍、
古文書、考古資料、歴史資料

衣食住・生業・信仰・年中行事等
に関する風俗慣習、民俗芸能、
民俗技術

遺跡・名勝地・動物、植物
地質鉱物

有形文化財

無形文化財

民俗文化財

記　念　物

文化的景観

伝統的建造物群

文化財の保存技術

埋蔵文化財

文
化
財

文化財保護法で規定する文化財と保護の対象

まいぞう
歴史文化遺産歴史文化遺産

文化財文化財

　図８　文化財保護法で規定する文化財と保護の対象 　図９　大阪狭山市における 「文化財」 と
　　　　　「歴史文化遺産」
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